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はじめにお読み<ださい 


ルグザ〉と接続ずる 


HDCR-U シ IJ- 
HDCR-UE シ IJ- 


この凰ま、 「HDCR-U シリーズ」、 「HDCR-UE シリーズ」（が下、本製品と呼びます)をお買い 
上げいただき、誠にありびとうございます。 

ご使用の前に陆書]をよくお読みいただき、正ししぶ取り扱いをお願いいたします。 


•〈レグザ〉でお使し VZ ) 場合は本紙のみご覧ください。また、パソ〕ンむ夕 i の対応機器でご利用の場合肤巧応する AV 機器の取扱説明書もあわせでお読みください。 

パソ〕ンでお使いの場合肤ご使用の OS に合ったたットアップガイド ( Windows 版、 Mac 版のいすれかの它ットアップガイド)もご覧ください。 

•〈レグザ〉、〈ヴァルディア〉、レグザチューナーで録画した香組とパソコンのデータを巧をさせることはできません。 


巧容物のお認 


□ AC アダプター ( 1個） □ USB ケーブル （ 1本）[約1 m ] □ハー ドディスク （ 1台） 




口。 MI^^ESS 


因"はじめにお読みください （1 枚）[本紙] 

□ Windows 版たットアップガイド （ 1枚） 

□ Mac OS 版じットアップガイド （1 枚） 

巧び一不足品びございましたら、赠社サポートじンターへご連絡ください。 


シリアル蓄号 ( S / N ) をメモします 

シリアル塞号 (S/N) は本製品底面に貼られでいるシールに 
巧きしである12巧の英数きでを（例: ABC0 987654 ZX) 
▼シリアル塞号 (S/N) を下の枠にメモしでください。 


シリアル番号 (S/N) はな下の際に必要な場合びあります， 

■ユーザー登録 ■ファームウェア等のダウン□-ド 

♦ httpV/www.iodatajp/regist/ 瞭 http://www.iodata.]p/1 比/ 



電源/アクセスランプ 

本製品の電源を入れると緑色に点灯 
します。 

本製品にアクセスすると点滅します。 


電源ボタン 

電源を下のよラに切り曾えます。 

X [ AUTO ] 價源連動)にっぃでは下記参照 


AUTO パソコンの電源に連動しで 
本製品はスタンノ X イが態に 
なります。 

パソコンから取りがしでち 
スタンバイが態になります。 


rJ K OFF 


パソコンの電源に連動 
せす、常に電源び切れた 
状態になります。 


セキユリテイス□ツト 
DC IN 端子 

添付の AC アダプターを接続しま不 

USB ポート 

添付の USB ケーカレを接続しま不 


※縦置きでご利用くださし、。 


動作環境 


巧応機種 


巧応 OS 


US 己 (2.0/1.1) インターフェイスを標準装備したパソコン 

XUSB 2.0 インターフェイスでの動作は、熙な製 USB 2.0 インターフェイスにおしで確認を行っております。動作巧応についでは、各インターフェイスメー 
力一にお問い合せください。 

XUSB 2.0 でご使用いただくには、 US 目ポートおよび 0 S び US 目 2.0 に巧応しでいる必要びあります。巧応しでいない場合は、 USB 1 .1 としで動作します 

■東たノ \イビジョン液晶テレビ< レグザ> 

ZX9000, Z 9000, H9000, R9000, R1 巨 DP，ZX8000, ZH8000, Z 8000, H8000, ZH 7000, Z 7000 

■東たノ\イビジョンレコーダー〈ヴァルディア> ■東たレグザチューナー 

RD-X9, RD-S1 004 K，RD-S304K D-TR1 

Windows 7(32/64 ビット版） .Windows Vista ⑩ (32/64 ビット版)、 Windows XP (32/64 ビット版） 
Windows 2000 / Mac OS X 10.1-10.6 

(ミ主)サポートソフトウェアの巧応 os は上記と異なる場合びあります。詳しくは各ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 

サポートソフトウェアについでは別紙 「 Windows 版じツトアップガイド」の【サポートソフトウェアについで】をご覧ください。 


より詳しい対応機種情報は対応検索エンジン 「 PlOj をご覧ください http :/ www . iodata . jp / pio / 


パソコンと接続してご利用の場合は、 W 下にご注意ください。 

参起動用ドライブとしてはご使用いただけません。参長期間使用しない場台は、電源プラグをコンセントから巧いておいてください。 

参ご利用の本体との組み台わせにより、スタ:/バイ、休止、スリープサスペンド、レジュームなどの省電力機能はご利用しがこだけない場含力％リま不 


下の手順は、〈レグザ > ZX 800 日シリース'の例を記載していまず。 


くレグザ>に接続します 

〇 くレグザ>の電源をオフしまず。 

〇 添付の AC アダプターを本製品と電源コンセントに接続しまず。 

〇添付の USB ケーブルでくレグザ>の USB 端子と本製品を接続しまず。 

XUS 巨端子の位置はくレグザ>の取扱説明書をご覧ください。 

〇本製品の電源ボタンを}甲しまず。 



<レクサ'> に本製品を登録します 


参本製品をくレグザ〉でネリめでご利用になる際肤くレグザ〉で機器の登録を行なう必要びあります。 

機器の登録を巧なラと、本製品のデータはすべで消まされます。すでに保存したデータが'ある場合は、必要に応じで他のノ\一 
ドディスク/ DVD / CD などにコピーしでから、登録しでください。 

♦録画した番組び保をされでし、る本製品を、他のくレグザ〉で登録すると、既に保存されでし、る番組データは、すべで消まされ 
ます。 

•< レグザ〉への本製品の登録は、はじめで本製品をくレグザ〉に接続したとさのみです。次回からは必要ありません。 


〇 くレグザ>の電源をオンにずると、自動で本製 
品を認識し、じ I 下のメッセージが表示されまず。 


機器の登録 

未登録の U S 己八ードディスクを検出しました。 
USB 八ードディスクの登録を行いますか？ 


I いいス ] 


※左記画面が表示されない場合はレグザのリモコンで 
下の操作を行ってください。 

①[設定メニュー]ボタン（ふたの中）を押します。 

◎[ レグザリンク設定]を選択し、[決定]ボタンを巧します。 
曾 [US 巨ハードディスク設定]を選択し、[決定]ボタンを 
押します。 

@[機器の登録]を選択し、[決定]ボタンを押します。 


0 [はい]を選巧し、[決定]ボタンを押しまず。じ I 陶よ、画面の指示にしたがって操作してください。 
Q 登録が終了しましたら、次に動作テストを行ってください。 


動作テストをします 

本製品で正常に録画および再生ができるかをテストします。 

〇 [設定メニュー]ボタン(ふたの中）を押しまず。 

0 [レグザリンク設定]を選巧し、[決定]ボタン 
を押しまず。 

0 [ USB ハードディスク設定]を選巧し、 

[決定]ボタンを押しまず。 


1 US 己八ードディスク設定 

今 

LAN 八ードディスク設定 

今 

i . LINK 設定 

今 

SD メモリーカード設定 

今 

HDMI 連動設定 

今 

テレビ de ナビ設定 

今 

録画ち生設定 

今 

レグザリンク設定 


〇 [動作テスト]を選巧し、[決定]ボタンを押しまず。 

[ み定]ボタンを押ずとテストが始まりまず。終了までに数 
分かかりまず。 


機器の登録 

今 

今ずぐニュース番組登録 

今 

自動削除設定 

オン 

省エネ設定 

通常モード 

機器の取り外し 

今 

機器の再検出 

今 

! 動作テスト1 

4 

機器の初期化 

今 

USB ハードディスク設定 


テスト結果 


じ又下のテスト結果が表示されまず。テスト結果が[日のに 
なった動作ができます 


録画 

八イビジョン画質で録画ができるか 
テストしまず。 

録画中の再生 

八イビジョン画質で録画しながら再 
生できるかテストしまず。 

録画中の早見早聞 

録画中に早見早聞ができるかテスト 
しまず。 


本製品を取0外すとぎは 

本製品を取り外ずときは、じ>(下の手順で行ってください。 

•くレグザ>の電源を切ってから、本製品を取り外ず 
場合 

くレグザ〉の電源を切って、本製品の電源ランプが消灯し 
てから本製品を取り外しまず。 

•< レグザ>の電源が入っているが態で、本製品を 
取り外ず場合 

〇 <レグザ>の取扱説明書を参照し 
て、「機器の取り外し」を行いまず。 

@本製品を取り外しまず。 



本製品に録画中などに誤って取り外しを巧ラと、データの 
破損、本製品の故障の原因となりますのでごミ主意 < ださい。 


使用上のごを意 


東芝ハイビジョン液晶テレビくレグザ〉、ノバビジョンレ 
コーダーくヴァルディア〉、レグザチューナーに接続して 
お使いいただく際は、じ(下にごま意ください。 

•本製品とくヴァルディア> との接続手順については、ご使 
用のくヴァルディア>のマニュアル「準備編 J をご覧くだ 
さし、。 

•本製品とレグザチューナーとの接続手順については、ご使 
用のレグザチューナーのマニュアルをご覧ください。 

•パソコンとハイビジョンテレビくレグザ〉、ハイビジョン 
レコーダーくヴァルディア〉、レグザチューナーを併用す 
ることはできません。 

く レグザ〉、 く ヴァルディア〉、レグザチューナーで初期化 
しますと、それぞれの製品専用フォーマットになります。 

•く レグザ〉、 く ヴァルディア〉、レグザチューナーに接続し 
てご利用の際には、それぞれの製品の取り外し手順にした 
がって取り外してください。 

録画や再生中に本製品を取り外しますと、故障の原因とな 
ります。 

•本製品とくレグザ>を接続する場合、くレグザ〉に電源連 
動して ON / OFF します。くレグザ> は操作しない場合も、 
番組表の更新等、内部情報の更新のため、ハードディスク 
の電源が入る場合があ U ます。 

•故障などの理由でくレグザ〉、くヴァルディア〉、レグザ 
チューナー、もし<は本製品を交換した場合は、交換前に 
録画した番組を視聴することはできません。 











































































































































安をのために \ 


ここでは、お使いになるちへの危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に 
正しくお使いいただくためのま意事項を記載しています。ご使用の際に 
は、必ず記載事項をお守りください。 

〈警告表示> 


A 警告 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者カタ Bt ま 
たは重傷を負ろ可能性が想定される内容を示しています。 


〈絵記号の意巧〉 

/〇この記号は禁止の行為を告げるものです。 

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。 


A 警告 


0 


〇 

0 


本製品を修理 • 改造 • 分解しない。 

义災や感電、やけど、動作不良の原因になります。修理は弊社修理センタ 
一にご依頼ください。 

分解したり、改造した場合、保証期間であっても有料修理となる場合があ 
ります。 

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止 
し、電源を切って電源プラグを巧<。 

電源を切ってコンセントから電源プラグを抜いてください。そのまま使巧 
すると义災•感電の原因になります。 

本体を濡らさない。 

义災•感電の原因になります。お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水巧でのご使 
用は、特にごを意ください。 


電源 （ AC アダプター•ケーブル•プラグ）について 

( V )発熱、乂災、感電の原因となりますのでじ>(下をお守りください。 

参 AC アダプターや接続ケーブルは、添付品または指定品 
のもの W 外を使用しない。 

ケースレから発煙したり义災の原因になります。 

• AC 100 V (50/60 Hz ) W 外のコンセントに接続しない。 

参ケーブルにものをのせたり、引っ張ったり、巧り曲げ•押 
しつけ•加工などをしなし、。 

参ゆるいコンセントに接続しない。 

電源プラグは、根元までしっかりと差し込んでくださし、。根元まで差し込ん 
でもゆるみがあるコンセントにはつながないでください。 

•電源プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ張らない。 

電源プラグを持って抜いてください。電源ケーブルを引っ張るとケーブル 
に傷が付き、义災や感電の原因になります。 

参添付の A C アダプターや接続ケーフルは、イ也の機器に接 
続しなし、。 

•じゆろたん、スポンジ、ダンボール、発泡スチ□-ルなど、 
保温•保湿性の高いものの近 < で使用しない。 


使用上のご注意 



本製品は精密機器です。突然の故障等の理由によって 
データが消失する場合があります。万が一の場合に備 
え、定期的に「パックアップ」を行ってください。 
弊社では、いかなる場合においても記録内容の修復- 
復元•複製などはいたしません。 

また、何らかの原因で本製品にデータ保存ができなか 
った場合、いかなる理由であっても一切その責任は負 
いかねます。 


^バックアップとは- 

ハードディスクなどに保をされたデータを守るために、別の記 
憶媒体(ハードディス义や目 D ’ DVD メディアなど）にデータの複 
製を作成することをいいま t —。 

外付ハードディスクなどにデータを移動させることは「バックア 
ッスではありません。 

同じデータが2か所にあることではじめて「バックアップ」をし 
た事になります。 

万が一、故障や人為的なミスなどで、一ちのデータが失われて 
も、残ったちのデータは使えるので安私です。不測の事態に備え 
るためにも、ぜひバツクアツプを行ってくださし、。 


参本製品は W 下のよろな場所で保管•使用しないで < ださい。 

故障の原因になることがあります， 

《使用時/保管時の制限》 

•振動や衝撃の加わる場所•直射日光のあたる場所 
•湿気やホコリが多い場所参温度差の激しい場所 
•熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒータなど） 

•強い磁力電波の発生する物の近く（磁石、ディスプレイ、スピーカ、 
ラジオ、無線機など）♦水気の多い場所(台所、ミ谷室など） 

•傾いた場所参腐食性ガス雰囲気中に l 2、 H 2 S 、 NH 3、 S 02、 N 0 x 
など）•静電気の影響の強い場所 
《使用時のみの制限》 

•保温、保湿性の高いものの近く（じゆラたん、スポンジ、ダンボー 
ル、発泡スチ□ールなど)•製品に通気孔がある場合は、通気孔がふ 
さがるよラな場所 

•本製品は精密部品です。 W 下のミ主意をして <ださい。 

•落としたり、衝撃を加えない 

参本製品の上に水などの液体や、クリップなどの小部品を置かない 
•重いものを上にのせない 
参本製品のそばで飲食•喫煙などをしない 

参アクセスランプ点な/点減中に電源を切つたり、ノ \°ソコンをリセ 
ットしないでくださし、。 

故障の原因になつたり、データが消失するおそれがあります。 

参本体内部に液体、金属、たばこの煙などの異物が入らないよろ 
にしてくださし、。 

•本体についたミちれなどを落とす場合は、柔らかい巧で乾拭き 
して < ださし、。 

•洗剤でちれを落とす場合は、必ず中性洗剤を水で薄めてご使用ください。 
参ベンジン、アルコール、シンナー系の溶剤を含んでし N るものは使用しない 
でくださし、。 

•市販のクリーニングキットを使用して、本製品のクリーニング作業を行わ 
ないでください。故障の原因になります。 



八ードウエア仕様 


インターフェイス仕様 

USB 2.0 .USB 1.1 

電源仕様 

AC 100 V ±10% 50/60 HZ 

使用温度範囲 

5 〜 35 て:い\ソコンの動作する範囲であること） 

使用湿度範囲 

20-80% 

(結露なさこと、パソコンの動作する範囲であること） 

本体質量 

約 1 .0 kg (本体のみ） 

外お寸法 

42( W ) XI 85( D ) xl 20( H)mm 

(本体のみ） 


ノ X ソコンでのフオーマット後の容量についで_ 

フォー7ット後に 0 S に表示される容量は、計賃方法が'異なるために若干減 
少しでいるよラに見えます。 

•本製品の容量：1 G 巨二1 ,000 MB J M 巨二1,000,000巨で計賣 
•0 S 上で表示される容量：1 G 巨二1 ,024 MB J M 目二1,048,576巨で計賣 

例） 500 G 巨の八ードディスクの場合 


仕様容量 

約 500 G 巨 （= 約 500,00 0 M 巨） 

OS 上の表示 

約 465 G 巨 （= 約 476,837 M 巨） 


この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使 
用すると電波妨害を引き起こすことびあります。この場含には使用 
著び適切な巧策を謂するよラ要求されることびあります。 

VCCI-A 


干 920-851 3 

石川県金お巿桜田の2了目84香地アイ•才…データ第2ビル 
株す舍巧アイ•オー•データ機器修理它ンター宛 


お問いさわせ 


本製品に関するお問い含わせはサポートじンターで受け巧け 
でいます。 


碟なホー厶ページの[製品 Q & A ] をご確認ください 


サポート Web ぺージ内の「製品 Q & A 、 News その他」をご覧ください。 
過去にサポートじンターに寄せられた事例などち紹巧されでいます。 
こちらち参考になさつでください。 

http: //WWW. iodata.j p/s upport/ 


[2 


それでち解決できない場合は • ‘ 


サポートじンターにお問い合わせください。 

を所：干 920-B 引 3 右川県をお巿裕田巧 2 下目 84 番地 
アイ • オー - データ第 2 ビル 
巧ま会社アイ < ホー>データ機器サポートセンター 

電話：本社 076-260-3688 まを 03-3254-1095 

受か時間 9:00 〜 17:00 月〜金曜目（巧を白を隐く） 

FAX 本な . 076-260-3360 まを . 03-3254-9055 

インター本ット： http : // WWW . lodata . jp / support / 


お知らせいただく事項についで 


1. ご使用の齊な製品名 

2. ご使用のパソコン本体と周の機器の型塞 

3. ご使用のサポートソフトのバージョン 

4. ご使用の 0 S とアブ IJ ケーションの名称、バージョン及び、メーカー名 

5. トラブルび起こった状態、トラブルの内容、現在の状態 
(画面の状態やエラーメッじージなどの内容） 

※ご提供いただいた個人情報は、製品のお問合せなどアフターサー 
ビス及び顧客満足度向上のアンケート W 外の目的口が拥いたし 
ません。 

また、これらの利用目的の達成に必要な範囲内で業務を委託ずる 
場合を除き、お客様の同意な <第云者へ提供、または第 H 者と共同 
して利用いたしません。 


修理についで 


修理についで 


修理品の依頼 


本製品の修理をご依頼される場含は、な下の事項をご確認く 
ださい。 

参内部のデータについで 

■検査の際には、内部のデータはすべで消去されでしまいます。 
(厳密な検査を巧ラためです。どラぞご3承ください。） 
※データに関しでは、齊社はいっさいの責任を負いかねます。 
バックアップできる場合は、修理にお出しになる前にバック 
アップしでください。 

■齊社では、データの修復は行っておりません。 

•お客様び貼られたシールなどについで 

修理の際に、製品ごと取り替えることびあります。その際、表面に貝占 
られでいるシールなどは失われますので、ご3承ください。 

参修理を額についで 

■保証期間中は、無料にで修理いたします。ただし、「保証規定」の 
保証適応外に該当する場合は、有料となります。 

※保証期間についでは、ノ\ー ドウエア保証書をご覧ください。 

■保証期間び終3した場合は、有料にで修理いたします。 

※齊なび販売終3しでから一定期間び過ぎた製品は、修理びで 
きなくなる場合びあります。 

■お送りいただいた後、有料修理となった場合のみ、往復はびき 
にで修理金額をご案内いたします。修理するかをご検討の上、検 
討結果を記入しでご返送ください。 

(ご依頼時に FAX 塞号をお知らせいただければ、修理金額を 
FAX にで連絡させでいただきます。） 

修理しないとご判断いたださました場合は、無料でご返送いた 
します。 


本製品の修理をご依頼される場含は、が下を巧ってください。 

参赵下をメモに控え、お手元に置いでください 

製品名/シ IJ アル番号(製品に貼付されたシールに記載されています。） 
/送付曰時 

参これらを用意しでください 

■本製品の保証書（コピー不可） 

X ただし、保証期間び終3した場合は、必要ありません。 
■下記の内容を書いたちの 

返送先[住所/氏名/(あれば) FAX 塞号]/曰中に連絡巧能な電話 
塞号/使用環境(機器構成、 0 S など）/故障状巧(どラなったか） 

参修理品を徊包しでください 

■上記で用意した物を修理品と一緒に個包しでください。 

■輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱•個包材にで個包しで 
ください。 

※ご購入時の箱•栖包材が'ない場合は、厳重に個包しでください。 

参修理をご依頼ください 

■修理は、下記の送付先までお送りください。 

※原則としで修理品は齊社への持ち込みび前提です。送付され 
る場合は、発送時の費用はお客様ご負担、修理後の返送費用 
は齊な負担とさせでいただきます。 

■送付の際は、紛失等を避けるため、宅配便か書留郵便小包でお送 
りください。 


譲渡 • 廃棄の際の注意 


」データ消去ソフト等利用し、データを完を消ましでください 


本製品に記緑されたデータは、 0 S 上で削除したり、八ードディスクを 
フォー7ットするなどの作業を巧っただけでは、特殊なソフトウェア 
などを利用することで、データを復元•再利用できでしまラ場合びあ 
ります。 

その結果としで、情報び漏洩しでしまラ可能性びありえます。 

•情報漏洩などのトラブルを回避するために、データ消去のための 
ソフトウェアやサービスをご利用いただくことをおすすめいたし 
ます。 

齊社製 「 DiskRefresher 3 SE 」 をサポートライブラ U よりダウン □ 
-ドしでご利用いただけます。詳しくは別紙 「 Windows 版じットアツ 
ブガイド」の【サポートソフトウェアについで】をご覧ください。 


>本製品を廃棄する際は、地方自治体の条例にしたびつでください。 


【ごま意】 

1) 本製品及び本書は株な舍巧アイ•オー•データ機器の著作物です。したびって、本製品及び本 
書の一部または全部を巧断で複製、複写、転載、改変することはる律で禁じられでいます。 

2) 本製品は、医療機器、原ろ力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、な器システムなど 
の人命に関る設備や機器、及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼1生を必要とする設 
備や機器としでの使用またはこれらに組み込んでの使用は意図されでおりません。これら、 
設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故障により、人身事故、义災 
事故、巧ミ的な損害などびちじでも、轉巧ではいかなる責任も負いかねます。設備や機器、 
制御システムなどにおいで、巧長設計、义災延焼な策設計、誤動作防止設計など、安全設計 
に巧全を期されるよラごを意願います。 

3) 本製品は曰本国内化様です。本製品を曰本国外で使用された場合、轉巧は一切の責任を負い 
かねます。また、轉巧は本製品に関し、曰本国外への技術サポート、及びアフターサービス 
等を巧っでおりませんので、ずめご3承ください 。 （This product is for use only in 
」 apan . We bear no responsibility for any damages or losses arising from 
use of , or inability to use , this product outside」apan and provide no 
technical support or afte 卜 serves for this product outside 」 apan .) 

4) 本製品は「外国為替及び外国質易ま J の規定により輸出規制製品に該当する揚合びありま 
す。国外に持ち出す際には、曰本国政商の輸出許巧巧請などの手続きび必要になる場合び 
あります。 

已）本製品を運用した結果の他への影響についでは、上記にかかわらす責任は負いかねますので 
ご3承ください。 

【商標についで】 

参 1-0 DATA は、株すミなアイ•オー • データ機器の登録商標です。 

参 IVHcroso け、 Windows および Windows Vista □コ''は、米国または他国における 
IVHcrosoft Corporation の登録商標です。 

参 Macintosh 、 Mac、Mac OS , Mac OS □コ'およびその商標は、米国 Apple Inc . の登録商 

標スす。 

参その他、一般に舍巧名、製品名は各巧の商標または登録商標です。 

デジタルライフの裏を拡げる 

I 養アす•スー•式ータ機器 

本社サポートセンター：干 920-8513 石川県金沢市桜田町 2 T 目84番地 

ホームぺージ： http;//www.iodata.jp/suppo け / 2010 03 23 

Copyright fC) 2010 I-O DATA DEVICE, INC. All Rights Reserved. 


八ードディスク上のソフトウェアについで 

A - ドディスク上のソフトウェア （ OS 、 アプリクーシヨンソフト 
など）を削除することなく八ードディスクを譲渡すると、ソフト 
ウェアライじンス使用許諾契約に抵触する場合びあります。 


送付先 
















































































